	入学年度

区　　分
	授業科目

区　　分
	学　年
	授業科目
	単位数
	学　期
	担当教員（所属等）

	16年度以降
	　 共通
	1年
	情報処理演習2（文化）
	2
	後
	小宮山智志・飯田恵一
石川雅浩・山本瑞枝

	17年度以前
	共通
	1年
	情報処理演習2（文化）
	
	
	

	＜授業目的＞
「文系」の「大学生」に必要な情報処理の能力の修得が目的です。
「学校」が既存の情報・知識を覚えるところであるのに対し、「大学」とは、新しい情報・知識を創造する能力を身につけるところです。したがって、情報・知識を創造するための道具としてのコンピュータの活用法をこの演習で身につけます。

　「文系」にとって必要な情報処理能力とは「自分の頭」と「他人の頭」（既存の文献や専門家の助言、当事者の意見等）の両方を使用し、問題を発見・解決する方法を模索できる能力です。この能力は、今後、今まで以上に求められることが予想されます。この演習で習得してください。
＜各回の授業内容＞
*クラスに応じて、各回の授業内容は、変更されます。第一回の演習時にクラスごとの内容・スケジュールが提示されます。

*15回のうち、数回は補講とし、クラス内の進度の差を調節します。
1回：【Word編】「卒論が書ける・レポートが書ける・レジュメが作れる」能力
を養います。
　　　　　　　　　　　（自動脚注・自動目次・見出し・アウトラインの設定等）

2～6回：【HTML編】HTMLの理解に加えさらに進んだ技術の利用法を身につけます。
（スタイルシート・既存のCGIの利用等）
7～12回：【Excel編】文系として必要なエクセルの使用法を身につけます。
1. データベースとしての利用法

2. 情報・知識を創造するための表・グラフの利用法

3. ゴールシーク等を用いたシミュレーション
4. マクロ（VBA）の利用法
　　　　

13～14回：【Power Point編】自分の創造した情報・知識を適切に発表できる能力を

身につけます。
　　　　15回：予備日
＜成績評価方法＞
問題発見・解決能力の向上のためには、演習で習ったことを応用し、各自が課題を解く必要があります。適宜、課題の成果を提出してもらいます。毎回の演習を行うこと（演習点）を50点、課題の成果を50点として成績評価を行います。

一回の欠席で演習点を10点減点します。遅刻・早退・演習への取り組み次第で、演習点を減点します。
課題の成果は、活用法のオリジナリティを高く評価します。オリジナリティによって加点方式で採点します。

欠席が4回以上、または課題に対し成果が1回でも未提出の場合、評価の対象外となります。
＜教科書・参考文献＞
　必要に応じて、資料を配布します。情報処理演習1のテキストを必要に応じて使用します。
＜受講に当たっての留意事項＞
クラスは、前期と同じです。教室は掲示します。



